


2023年（令和５年）７月23日 （2）第264号 あ か し 市 議 会 だ よ り

発 言 者 一 覧
―発言順― （ ）は会派名

６月16日・19日・20日
千 住 啓 介（自由民主党明石・代表質問）
①丸谷聡子新市長の施政方針
梅 田 宏 希（公明党）
①新市長の所信表明 ②帯状疱疹ワクチン接種の助成
制度 ③熱中症対策 ④山手小学校の教育環境
中 川 夏 望（市民の会）
①丸谷市政の目指すまちづくり ②市民参画による財
政白書の作成 ③女性の活躍推進 ④医療的ケア児へ
の対応
竹 内 きよ子（明石かがやきネット・代表質問）
①市長所信表明 ②放課後児童クラブ ③ＪＲ大久保
駅南ロータリーへの複合施設建設 ④ 2023 年統一地
方選挙
正 木 克 幸（明石維新の会・代表質問）
①明石市の財政状況 ②資産を活用した財源確保
出 雲 有希子（自由民主党明石）
①明石市の治水 ②市民病院の建て替え ③市長の議
会に対する認識
飯 田 伸 子（公明党）
①新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の医
療提供体制整備 ②市内鉄道駅周辺の吸い殻等のポイ
捨て防止 ③在宅介護に対する支援の充実 ④骨粗し
ょう症検診の実施
山 中 裕 司（市民の会）
①明石の高齢者支援の充実 ②地域支え合いの家設置
運営事業の拡充 ③大久保北部の里山の自然環境を明
石の宝として次世代につないでいくこと
寺 井 吉 広（明石かがやきネット）
①市民の交流の場 ②文化の香るまち明石
中 村 茂 雄（明石維新の会）
①休日における部活動の地域移行
三 好 宏（自由民主党明石）
①工場等の緑化に関する届出 ②公共施設のネーミン
グライツ ③市役所新庁舎 ④明石市新ごみ処理施設
整備
国 出 拓 志（公明党）
①防災・減災対策 ②救急安心センター事業（＃
7119） ③認知症施策 ④文部科学省による第６次
「学校図書館図書整備等５か年計画」
黒 田 智 子（市民の会）
①山手小学校の教育環境 ②不登校と行きしぶりの児
童生徒と保護者支援 ③オーガニック給食 ④行政手
続きのオンライン化と子育て応援アプリの連動
林 丸 美（明石かがやきネット）
①議案第 50 号 令和５年度明石市一般会計補正予算
（第３号）市民全員・事業者サポート事業 ②オーガニ
ック給食
井 藤 圭 順（自由民主党明石）
①災害時における本市の対応 ②明石公園と旧明石市
立図書館 ③就学前施設 ④明石市の教育環境
河 村 和歌子（公明党）
①母子健康手帳の電子化 ②学校における「情報モラ
ル教育」 ③病児・病後児保育事業の進捗状況
金 尾 良 信（市民の会）
①明石商業高校福祉科開設に向けて ②住みなれた地
域で安心して暮らせる障害者支援 ③福祉従事者への
待遇改善 ④明石市立明石養護学校の課題
宮 坂 祐 太（明石かがやきネット）
①市財政のさらなる見える化
榎 本 和 夫（自由民主党明石）
①ＪＲ大久保駅周辺市有地の利活用 ②山手小学校の
より良い教育環境の確保 ③市長の公約
山 下 祥（市民の会）
①ユニバーサルで安全・安心な海岸づくり ②スポー
ツを核としたまちのにぎわい創出 ③大蔵海岸の利活用
辰 巳 浩 司（自由民主党明石）
①明石港東外港地区再開発 ②明石市公設地方卸売市
場の今後の方向性
石 井 宏 法（自由民主党明石）
①本市の交通政策 ②公職選挙法違反
辻 本 達 也（日本共産党）
①市政の懸案事項 ②交通政策 ③幼稚園・保育所の
防災対策 ④公共施設のトイレに係る課題認識
中 西 礼 皇（対話の会あかし）
①議案第 50 号 令和５年度明石市一般会計補正予算
（第３号）市民全員・事業者サポート事業 ②市民の意
見を聴取する方法
家根谷 敦 子（スマイル会）
①こどもを核としたまちづくり
６月 30日
辻 本 達 也（日本共産党）
①議案第 50 号 令和５年度明石市一般会計補正予算
（第３号）に対する修正動議

問�

Ｊ
Ｔ
跡
地
な
ど
大
規
模

市
有
地
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
。

答�

本
市
に
は
、
大
久
保
の

Ｊ
Ｔ
跡
地
や
西
明
石
の
旧

国
鉄
清
算
事
業
団
用
地
な

ど
恒
久
的
な
利
用
方
法
が

定
ま
っ
て
い
な
い
市
有
地

問�

Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
周
辺
の

市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
市
民
の
意
見

を
聞
き
、
エ
リ
ア
全
体
と

し
て
検
討
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答�

Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
周
辺
の

市
有
地
は
、
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
地
域
か
ら
高
い
関

心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

�

Ｊ
Ｔ
跡
地
の
公
共
公
益

施
設
用
地
は
、
今
年
度
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
ル

ー
ム
と
し
て
貸
し
出
し
、

中
部
地
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
用
地
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
駐
車
場
と
し
て
貸

し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

築
40
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
む
大
久
保
市
民
セ

ン
タ
ー
は
、
行
政
窓
口
の

機
能
以
外
に
も
会
議
室
や

地
域
住
民
の
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

今
後
は
、
必
要
な
機
能
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

�

図
書
館
を
含
む
複
合
施

設
の
設
置
は
、
駅
南
ロ
ー

タ
リ
ー
に
限
定
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
大
久
保

地
区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
、
全
て
の
市

有
地
の
活
用
に
つ
い
て
地

域
の
意
見
を
聞
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問�

人
口
増
に
伴
う
諸
課
題

や
大
久
保
北
部
市
有
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
丸
谷

市
長
の
認
識
を
聞
く
。

答�

本
市
は
、
人
口
の
増
加

に
よ
り
、
ま
ち
全
体
が
に

ぎ
わ
う
と
い
う
ま
ち
の
好

循
環
が
拡
大
す
る
一
方
で
、

学
校
施
設
の
整
備
、
明
石

港
東
外
港
地
区
の
再
開
発
、

卸
売
市
場
の
再
整

備
の
検
討
、
幹
線

道
路
の
整
備
な
ど
、

多
く
の
重
要
課
題

が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、

議
会
や
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、

具
体
的
な
対
応
方

針
を
決
定
し
て
い

き
た
い
。

�

大
久
保
北
部
市

有
地
は
、
自
然
環
境
の
良

い
広
大
な
土
地
で
あ
り
、

市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
経
済
・

社
会
・
環
境
の
３
側
面
を

踏
ま
え
た
上
で
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30

％
以
上
を
健
全
な
生
態
系

と
し
て
保
全
し
よ
う
と
す

る
30
ｂ
ｙ
30
な
ど
の
考
え

も
取
り
入
れ
、
将
来
に
わ

た
る
利
活
用
に
向
け
て
検

討
を
進
め
た
い
。

�

な
お
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
調
査

中
で
あ
り
、
報
告
書
を
基

に
検
討
し
て
い
く
。

が
あ
る
。
Ｊ
Ｔ
跡
地
は
、

市
が
取
得
後
、
認
定
こ
ど

も
園
お
よ
び
公
共
公
益
施

設
用
地
と
し
て
確
保
し
た

上
で
売
却
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
域
全
体
の
公
共
施

設
の
状
況
や
必
要
性
を
踏

ま
え
て
検
討
を
進
め
る
。

西
明
石
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
の
協
定
に
よ
り
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
は
新
た
な
駅
ビ
ル
・

改
札
口
の
整
備
や
社
宅
用

地
の
活
用
を
行
って
お
り
、

市
は
駅
前
広
場
・
駐
輪
場

の
整
備
や
サ
ン
ラ
イ
フ
明

石
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

を
行
う
予
定
だ
。

�

土
地
の
利
活
用
の
検
討

は
、
売
却
に
よ
る
一
時
的

な
歳
入
確
保
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
長
期
的
な
展
望

に
基
づ
き
官
民
連
携
の
手

法
を
含
め
、
土
地
の
効
用

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
事

業
手
法
を
検
討
し
た
い
。

大
規
模
市
有
地

  

長
期
的
な
展
望
で

�

有
効
な
利
活
用
を

大
久
保
駅
周
辺
市
有
地

市
民
の
意
見
を
聞
き

�

エ
リ
ア
全
体
で
検
討

市
民
意
識
調
査

定
点
観
測
に
よ
り

�

ま
ち
づ
く
り
に
反
映

どうする本市の諸課題
大久保北部市有地の利活用
議会や市民の声を聞き方針決定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
柱
の
一
つ
経
済
の
考
え
方

�

市
内
産
業
の
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

問�

丸
谷
市
長
は
、
所
信
表

明
で
重
点
的
に
推
進
す
る

８
項
目
の
施
策
を
示
し
た

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
経
済
に
つ
い
て

考
え
方
を
問
う
。

答�

本
市
は
、
中
小
企
業
の

基
盤
強
化
や
円
滑
な
事
業

継
承
と
起
業
・
創
業
に
向

け
た
支
援
の
ほ
か
、
豊
か

な
海
づ
く
り
や
地
産
地
消

に
つ
な
が
る
持
続
性
の
高

い
農
業
・
漁
業
へ
の
支
援

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

若
者
や
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
な
ど
の
就
労
支
援

に
取
り
組
む
ほ
か
、
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
に
必
要

な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
働
き
が
い
の
あ
る
雇

用
環
境
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

�

さ
ら
に
、
都
市
基
盤
の

整
備
と
し
て
、
安
全
で
利

便
性
の
高
い
幹
線
道
路
や

橋
の
整
備
、
持
続
可
能
な

上
下
水
道
の
構
築
、
ま
ち

じ
ゅ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど
、

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
て
い
く
。

�

今
後
、
国
や
県
、
関
係

団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
市
内
産
業
の

発
展
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
く
。

問�

市
民
意
識
調
査
を
定
期

的
に
同
じ
手
法
で
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

本
市
は
、
市
民
の
視
点

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
満
足
度
や
考
え
方
、

意
識
・
行
動
に
つ
い
て
調

査
す
る
ま
ち
づ
く
り
市
民

意
識
調
査
を
定
期
的
に
実

施
し
て
お
り
、
調
査
結
果

を
長
期
総
合
計
画
や
戦
略

計
画
の
策
定
、
進
ち
ょ
く

状
況
の
検
証
な
ど
に
活
用

し
て
い
る
。

�

直
近
で
は
２
０
１
９
年

に
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
抽
出
し
た
18
歳
以
上

の
市
民
５
千
人
に
郵
送
で

調
査
を
実
施
し
、
う
ち
２

千
人
に
つ
い
て
は
、
過
去

５
年
以
内
の
転
入
者
を
対

象
と
し
た
。

�

次
回
の
調
査
は
２
０
２

５
年
に
実
施
し
、
市
民
の

ま
ち
づ
く
り
全
体
に
対
す

る
評
価
な
ど
を
把
握
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
の
検

証
や
後
期
戦
略
計
画
の
策

定
な
ど
に
活
用
予
定
で
あ

る
。

�

明
石
に
住
み
続
け
て
い

る
人
の
定
点
観
測
に
つ
い

て
も
、
今
後
継
続
的
な
実

施
に
つ
い
て
調
査
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質疑質疑・・一般質問一般質問
６
月
16
日
、
19
日
、
20
日
の

本
会
議
で
は
、
25
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
市
長
の
所
信
表
明
や

Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
周
辺
市
有
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
30
日

に
は
修
正
動
議
に
対
し
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一
覧

は
下
段
に
、
主
な
内
容
は
２
面

か
ら
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
本
会
議
の

録
画
映
像
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

所信表明する丸谷市長

大久保駅南ロータリー
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問�

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
旧

市
立
図
書
館
に
対
す
る
市

の
認
識
を
問
う
。

答�

県
立
明
石
公
園
内
の
旧

市
立
図
書
館
は
、
公
園
管

理
者
で
あ
る
県
か
ら
設
置

管
理
許
可
を
得

て
、市
が
建
設・

維
持
管
理
し
て

き
た
が
、
現
在

は
図
書
館
と
し

て
の
機
能
を
有

し
て
お
ら
ず
、

設
置
管
理
許
可

の
期
限
も
今
年

3
月
に
切
れ
て

い
る
。
ま
た
、

建
物
の
解
体
に

は
約
８
億
円
か

問�

明
石
市
工
場
立
地
法
地

域
準
則
条
例
が
昨
年
施
行

さ
れ
、
特
定
工
場
の
緑
地

面
積
率
は
緩
和
さ
れ
た
が
、

県
の
環
境
の
保
全
と
創
造

に
関
す
る
条
例
の
対
象
工

場
は
、
市
が
県
に
工
場
等

の
緑
化
に
関
す
る
届
け
出

を
提
出
し
て
い
な
い
た
め
、

依
然
と
し
て
20
％
以
上
の

緑
地
面
積
が
必
要
で
あ
る

が
今
後
の
市
の
方
針
は
。

答�

県
条
例
の
対
象
工
場
は
、

特
定
工
場
と
比
べ
る
と
規

模
が
小
さ
く
、
居
住
区
域

に
隣
接
し
て
お
り
、
周
辺

環
境
へ
の
影
響
や
地
域
住

民
の
理
解
等
も
確
認
し
て

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
県
内
他
都
市
の
状

況
に
つ
い
て
調
査
・
確
認

を
行
う
と
と
も
に
各
工
場

の
所
在
地
や
敷
地
面
積
、

業
種
な
ど
の
情
報
を
収
集

し
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
活
用
し
、
商

工
会
議
所
と
連
携
し
て
各

工
場
の
課
題
の
整
理
、
個

別
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
努

め
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問�

明
石
港
東
外
港
地
区
の

再
開
発
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
方
向
性
を
聞
く
。

答�

明
石
港
東
外
港
地
区
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
８
年

３
月
に
県
が
、
本
市
中
心

市
街
地
の
南
の
拠
点
を
形

成
し
、
回
遊
性
を
高
め
る

問�

市
民
生
活
の
安
心
に
つ

な
が
る
救
急
安
心
セ
ン
タ

ー
事
業
（
＃
７
１
１
９
）

を
導
入
し
な
い
か
。

答�

総
務
省
消
防
庁
が
進
め

て
い
る
本
事
業
は
、
急
な

け
が
や
病
気
を
し
た
と
き

に
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診

す
べ
き
か
な
ど
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
か
ら
助
言
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電

話
相
談
窓
口
で
あ
る
。

�

事
業
の
性
質
上
、
都
道

府
県
単
位
の
実
施
が
適
当

と
さ
れ
て
お
り
、
今
年
４

月
１
日
現
在
、14
都
府
県
、

政
令
指
定
都
市
等
を
主
体

と
す
る
７
カ
所
の
地
域
で

運
用
さ
れ
て
い
る
。

�
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
本
市
に
と
って
、

本
事
業
は
日
常
生
活
の
安

心
感
に
つ
な
が
る
意
義
の

あ
る
取
り
組
み
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
東
播
磨

圏
域
を
は
じ
め
近
隣
市
町

と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業

実
施
に
向
け
て
県
に
働
き

か
け
て
い
く
。

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る

と
し
た
明
石
港
東
外
港
地

区
再
開
発
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。

�

同
計
画
で
は
、
民
間
に

よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

お
り
、
民
間
事

業
者
の
参
画
の

可
能
性
を
探
る

た
め
、
県
は
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
３
回
行

っ
て
い
る
。

�

ま
た
、
２
０

２
０
年
度
に
明

石
港
東
外
港
地

区
と
市
役
所
敷

地
の
一
体
的
な

土
地
利
用
に
つ

い
て
検
討
す
る

調
整
会
議
を
設
置
し
、
昨

年
４
月
に
は
、
県
知
事
と

前
市
長
が
引
き
続
き
協
議

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
は
改
め
て
協
議

し
て
い
く
。

か
る
と
の
試
算
も
出
て
い

る
が
、
解
体
と
合
わ
せ
て

新
た
な
公
共
施
設
の
整
備

と
一
体
で
実
施
す
れ
ば
、

国
の
支
援
な
ど
が
活
用
で

き
、
市
の
財
政
負
担
を
大

き
く
減
ら
せ
る
可
能
性
が

あ
り
、
県
か
ら
新
た
な
設

置
管
理
許
可
を
得
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。

�

旧
市
立
図
書
館
の
場
所

は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

明
石
公
園
全
体
の
価
値
を

高
め
る
可
能
性
も
あ
る
。

市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る

と
と
も
に
県
と
連
携
し
、

計
画
等
を
示
し
て
い
く
。

問�

市
の
財
政
状
況
を
正
確

に
把
握
す
る
と
と
も
に
課

題
を
整
理
し
、
今
後
も
健

全
な
財
政
を
実
現
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
市
民
に

と
っ
て
丁
寧
で
分
か
り
や

す
い
財
政
白
書
を
作
成
し
、

公
表
し
て
は
ど
う
か
。
市

の
見
解
を
問
う
。

答�

市
長
は
市
政
運
営
の
考

え
方
と
し
て
、
市
民
と
と

も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
市
民
の
声

を
し
っ
か
り
と
聞
く
と
と

も
に
、
互
い
に
情
報
共
有

を
し
た
上
で
対
話
す
る
と

い
う
合
意
形
成
の
過
程
を

重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
市
民
の
意
見
が

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
、
財
政
情
報

を
分
か
り
や
す
く
提
供
し
、

市
の
財
政
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
財
政
白
書
の
作
成

は
、
有
効
な
方
法
と
考
え

る
。

�

ま
ず
は
、
他
市
の
事
例

を
参
考
に
ど
の
よ
う
な
形

で
財
政
白
書
を
作
成
す
る

の
か
検
討
し
て
い
く
。

旧
市
立
図
書
館

建
物
の
解
体
費
用
は
約
８
億
円

�

県
と
連
携
し
て
財
政
負
担
軽
減
を

工
場
緑
地
面
積
率
の
緩
和

県
条
例
の
対
象
工
場

�

市
の
対
応
は

明石港東外港地区
にぎわいの創出を図る
県と市で一体的な開発を

健
全
な
財
政
の
実
現
に
向
け

�

市
民
に
分
か
り
や
す
い
財
政
白
書
を

市民生活の安心につながる
救急安心センター事業
実施に向け県へ働きかけ

女
性
の
活
躍
推
進

誰
も
が
自
分
ら
し
く

�

働
け
る
職
場
環
境
を

市
民
全
員
・
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

�

デ
ジ
タ
ル
化
や
地
域
通
貨
の
導
入
は

問�

女
性
の
活
躍
を
推
進
す

る
た
め
の
企
業
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
聞
く
。

答�

企
業
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
取
り
組

み
は
、
賃
金
や
昇
給
の
格

差
等
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

問�

３
回
目
と
な
る
市
民
全

員
・
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
地
域
通
貨
の
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
今
後
も
継

続
的
に
市
民
生
活
に
密
着

し
た
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。市
の
見
解
を
問
う
。

答�

本
事
業
の
対
象
者
は
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
を
含
め

た
全
市
民
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
浸
透
が
進
ん
で

い
な
い
中
、
市
民
の
使
い

や
す
さ
と
サ
ポ
ー
ト
券
が

利
用
で
き
る
事
業
者
を
確

保
す
る
た
め
、
紙
の
金
券

と
し
た
。
過
去
２
回
実
施

し
た
結
果
で
も
利
用
率
は

96
％
を
超
え
て
お
り
、
幅

広
い
年
齢
層
に
等
し
く
使

い
や
す
か
っ
た
と
考
え
る
。

な
お
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
各
種
手
続
き
等
で
進

め
て
お
り
、
ま
ず
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
普
及
や
浸
透

を
図
っ
て
い
く
。

�

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
市

民
に
寄
り
添
う
支
援
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
も
必

要
な
支
援
を
届
け
て
い
き

た
い
。

ッ
プ
を
解
消
し
、
性
別
等

に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会

を
目
指
す
上
で
重
要
で
あ

る
。
企
業
へ
の
働
き
か
け

と
し
て
市
は
、
７
月
か
ら

中
小
企
業
に
対
し
て
就
業

規
則
の
作
成
等
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

予
定
だ
。
就
業
規
則
に
女

性
の
働
き
や
す
さ
向
上
等
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
貢
献

す
る
項
目
を
入
れ
る
こ
と

を
助
成
の
条
件
と
し
て
お

り
、
職
場
環
境
の
整
備
に

つ
な
げ
た
い
。

�

ま
た
、
併
せ
て
市
内
の

企
業
経
営
者
等
を
対
象
に

多
様
な
働
き
方
を
応
援
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

女
性
だ
け
で
な
く
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
整
備
の
必
要
性
を
伝
え
、

時
短
勤
務
や
育
児
休
業
等

が
取
得
し
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

文
化
の
香
る
ま
ち

�

豊
か
な
文
化
資
源
の
活
用

�

市
内
外
へ
情
報
発
信

問�

文
化
を
生
か
し
た
観
光

振
興
と
地
域
の
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
聞
く
。

答�

本
市
に
は
、
多
様
で
豊

か
な
歴
史
文
化
遺
産
が
数

多
く
存
在
し
、
こ
う
し
た

歴
史
文
化
遺
産
を
次
世
代

に
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

明
石
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
を
策
定
し
、
同

計
画
に
基
づ
き
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
観
光
ガ
イ
ド

等
と
巡
る
明
石
歴
史
の
ま

ち
文
化
財
ウ
ォ
ー
ク
の
実

施
や
、
文
化
庁
の
補
助
制

度
を
活
用
し
た
布
団
太
鼓

な
ど
の
文
化
資
源
の
修
繕

支
援
を
行
い
、
伝
統
文
化

を
生
か
し
た
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

�

今
後
、
本
市
の
文
化
資

源
を
さ
ら
に
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
交
流
人
口
や
定
住
人
口

が
増
加
す
る
よ
う
明
石
観

光
協
会
や
明
石
文
化
国
際

創
生
財
団
等
と
も
連
携
し

な
が
ら
市
内
外
へ
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

旧市立図書館（県立明石公園内）

中心市街地の南の拠点












